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冬季キャンプ経験が参加学生の感性に及ぼす効果

針ケ谷 雅子 (明治薬科大学)
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1.研究の背景・目的

「感性」とは，広義には『価値あるものに気付く感覚Jということができるが，単なる

受け身の能力ではなく主体的な働きを持つと言われている〈片岡， 1990) .感性が豊か

であれば，心が敏感に活発に働くので，自分が生きていることを実感し，意欲や生き生き

とした態度が生まれるであろう.また，自己実現の過程においても，感性は不可欠なもの

である(上回， 1969) .感性は人間の根本にあり，人間はその働きにより人間の全体性

を発揮し調和を保ちながら，自己を豊かにし，人間関係を形成し，価値づけ・意味づけを

しているのである.故に，感性を解放し育んでいくことは，教育において原点となること

であるといえよう.キャンプ活動においては r自然J， r他者J， r自己jなどとの関
わりを，直接体験によって得ることができる.その様なキャンプ活動の特色から，キャン

プ経験によって，特に「自然Jに対する感性や「生命J. r人間j に対する感性を養うこ
とができると考えられる.

冬の自然はさまざまな観点で夏季と異なり，参加者に新しい体験・気づきをもたらすた

め，感性を育む機会として，多くの可能性があると考えられる.夏季の長期キャンプ経験

が，参加児童・生笹の感性を向上させるという結果を示した研究はあるが，冬季キャンプ

についての研究は非常に少ない.

本研究は，冬季キャンプ経験がキャンプ参加者の感性に与える効果について検討するこ

とを目的とした.

2.方法
調査は，平成8年2月および3月に福島県桧原湖のキャンプ場で実施された 4泊5日
の『武蔵丘短期大学冬季野外活動実習Jに参加した大学1年生79名(1期39名 2期40
名)に対し，キャンプ直前，キャンプ竃後，キャンプ終了 2ヶ月後の計3回実施した.

感性の測定には，感性に関して記述された文献およびキャンプ経験のある者の自由記述

から項目を抽出し，独自に作成した26項目からなる感性測定尺度を用いた.また，この
尺度は主因子法による因子分析により 4因子を得ている.事象の背景にある見えないエ
ネルギーやつながりを見る感性に関する「事象の背景・つながりJ因子，自然の美しさな
どに対する感性に関する『自然』因子，自分，その他の生命に対する感性に関する『生命j

因子，人間の感情などに対する感性に関する f人間J因子の4つである.得点は4段階評

定で算出した.そして，感性の変化を検討するために， 3水準(キャンプ直前，キャンプ
直後，キャンプ終了2ヶ月後)の1元配置分散分析および多重比較を行った.

3.キャンプの概要

キャンプ参加者は，生活班として 7-8名の班に分けられたが，活動はこの班を解体し
て行われた.食事は生活班が交代で作り，全員で会食した.宿泊は基本的にキャビンを利

用したが，希望者は雷調やテントによる雪中泊を行った.主なプログラムは， xcスキー
を利用したツアー，自然観察，リュージュ遊び，雪洞・イグル一作り，スノーシアター(雪
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国1 感性得点の変化

表1 感性および各国子の変化

調査時期 PRE POST1 内 ST2 分散分析 多量比較

M SO M SO M SO PREPOST z 3 
感性 76.48 11.67 90.15 8.87 86.78 10.01 *官女 *会 ** n.s. 

事象の背景 30.25 6.3 37.75 4.79 36.23 5.16 *** ** ** n.s. 

自然 13.97 2.08 14.94 1.45 14.96 1.43 *** *安 合* n.s. 

人隠 11.99 1.95 14.37 1.39 13.64 1.66 安*合 合安 ** 会

生命 13.42 2.44 15.59 2.24 14.93 2.55 *** ** ** n.s. 
※1 =PRE:問 STl 2 =PRE:POST2 3 =POST1 :POST2 *=p<.05 **=p<.Ol 柿 *=p<.OOl

互ι質量
調査の結果，以下のことが明らかになった.

1)冬季キャンプに参加した大学生の感性は，キャンプ直後に向上し，キャンプ終了2

ヶ月後にもその効果が持続された.

2)因子ごとにみても，すべての因子においてキャンプ直後に向上し r事象の背景・
つながりJ因子 r自然J因子 r生命j因子ではキャンプ終了2ヶ月後までその
効果が維持された.

本研究では，冬季キャンプ経験により参加した大学生の『感性Jが向上することが明ら
かになった r感性j は，人間の精神的な健康を支える根本的な要素であり，生涯にわた
り求めていくものである.感性を豊かにし，さらに価値観を育んでいくためには，実感と

なる体験が必要であり，キャンプはその体験を提供する重要な機会である.プログラムや

参加者の年齢，性別の違いを考慮した検討が今後の課題となった.
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